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M 夂 容 ^ の 罾 旨
本論文は、王権が所在する大内裏と内裏、離宮、邸宅における儀礼および住空間の特質から、古代 
王権のあり方を明らかにすることを目標としている。
平安京は、壮麗な朝廷儀礼に適した理想的宮室への回帰を図った王権の象徴たる都城の創設であっ 
た。平城宮の地割と配置計画を再び採用し、同時に内裏紫宸殿南庭の規模を最大とし、儀式空間の確 
保をはかった。その原形は長岡京東院にみられる。
平安京は、新たな王権の都であり、衰退したものでない。唐文化を受け入れて完成度を高め、 「万 
代宮」となりえた。宮内殿舎は、大極殿が宮内の中心に位置し、各官衙は条坊を宮内に延長した想定 
位置に配置された。大極殿は高位に設置され、王権の権威と象徴を引き立てる視覚的効果を狙った。 
嗟峨朝でより一層王権の権威を発揚する儀礼の場とされ、都城は完成した。
つぎに、院政期における院御所•寺院や別業の形成と宮構造の変化との関連性と差異を検討し、中 
世都市を展望している。白河街区は、王権の超越性を象徴する装置であり、階段状整地面の最上位に 
国王の氏寺である法勝寺が建立された。鳥羽殿では、同心円構造をもった閉鎖領域が創出され、王権 
の皇統の存在意義を表象する装置とされた。中世の都市空間の原型として評価できる。中世都市は、 
以後の列島内で都市的な場を形成する原型となる要素を内包している。
武家の屋敷地としての六波羅、福原などでは、明瞭なヒエラルキーが認められず、ルーズな集合体 
を呈している。八条大路沿いでは、王権の屋敷地を中核に、武家地、町屋群が緩やかな集合体を呈し、 
のちの城下町の祖形となる様相を内包している。多様な工房からなる職人や商人の町である七条町• 
八条院町では、新たな地縁共同体が出現した。町の初源的な景観は、院政期段階ですでに形成されつ 
つあった。嗟峨野は、禅宗寺院を核として閉鎖領域を呈し、中世都市のひとつの指標である「境内」 
として理解される。
このことから近世都市の成立は、城下町だけに祖形を求めるだけでなく、王権や諸権門が形成した 
都市的場にも注意する必要がある。王権や諸権門による中世都市的な場に、近世城下町へと展開して 
いくさまざまな因子がすでに萌芽していた。
論 す 審 考 の 結 里 の 要 旨
本論文は、すでに思文閣出版から刊行されている。第 I 編 「古代都城研究序説」の序章「日本都市 
史研究の中の都城制研究史」では、都城を王権の変容との関係で理解する基本的姿勢を示している。 
第 1 部 「長岡京」では、研究史の整理の後、第 2 章 「東宮と左京東院」と第5 章 「長岡京後期造営 
についての再検討」で、長岡京から平安京への遷都の理由を偶発的なものではなく、長岡京の矛盾を 
解消し王権の象徴たる理想的な律令制都城を完成させようとしたとしている。これは、長岡京研究の 
最大の問題点に対する解答で、学会へのインパク卜は大きい。
第 3 章 「長岡京出土の特殊建物遺構」、第 4 章 「特殊建物遺構と調邸」では、長岡京•平安京の 
都市的内実を考古学的に明らかにしている。都市史研究にとって重要であると考えられる。
第 I 編の第2 部 「平安京」の第2 章 「平安京の内部構造」と第4 章 「弘仁朝前後の平安京」では、 
考古学の成果にもとづいて、平安京を、平城京から段階的に発展し完成したものとして捉えており、 
律令制的都城の発展段階を示したものとして重要である。第 3章 「平安京右京六条三坊」と第5章 
「平安京における宅地と建物配置」では、宅地の実態に関する調査成果がまとめられ、第 6章 「平 
安京 •京都における市•町の形態と展開」では、市と町の家屋形態を類型に分け、それが中世•近世
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に展開していく状況を発掘調査の事例に則して論じている。いずれも、律令制的都城の内実とそれが 
中世的都市へと変容していく状況をさぐる妥当な視点である。
第 n 編 「中世前期都市研究」の第1部 「変容する街区」の第1章 「白河街区における地割とその 
歴史的変遷」では、白河街区にかんする多くの研究を総合的に把握し性格づけた重要な仕事である。 
第 2 章 「鳥羽殿の研究史と現状」と第3 章 「鳥羽殿の成立と展開」では、鳥羽殿の中心部分に関す 
る複雑な発掘調査成果を整理し、中心部分の構造を明らかにしたことは重要であり、さらに西〜南山 
城の広大な空間の中に設計配置されていたことを明らかにしたことは、鳥羽殿に関する理解を大きく 
転換させるものである。
第n 編第2部 「中世都市への変貌」の第1章 「武士の館」、第 2 章 「発掘された源氏•平氏の館」、 
第 4章 「七条町の成立とその宅地割」では、平安京の中世的変質を考古学的事実によって示した点 
が重要である。
このように本論文は、日本における古代都市の発展の中に長岡京•平安京とその変質を位置づける 
姿勢を堅持していること、またこれを、王権とのかかわりを軸として広く見渡す視点で検討すること 
を通じて、多くの新事実•新視点を提示していることなどが、高く評価される。
以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められ 
る。
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